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健康横浜２１推進会議

設置根拠：
横浜市附属機関設置条例第２条第１項

役割：
健康横浜２１の推進に係る総合調整、関係団体が⾏う健康づくり活

動の⽀援その他健康づくりに関し必要な事項についての調査審議に関
する事務を⾏います。
・健康横浜２１の推進に関すること。
・健康横浜２１の評価・策定に関すること。

第２期健康横浜２１
計画評価及び

次期計画策定検討部会

設置根拠：
健康横浜２１推進会議運営要綱
第７条第１項

役割：
健康横浜２１推進会議における「第

２期健康横浜２１」の最終評価及び
「第３期健康横浜２１」の策定に係る
審議に向け、第２期計画の評価案及び
第３期計画案を検討

⾷育推進検討部会

設置根拠：
健康横浜２１推進会議運営要綱
第７条第１項

役割：
⾷育推進計画や、⾷育の推進に関

する事項を検討

⻭科⼝腔保健推進検討部会

設置根拠：
横浜市⻭科⼝腔保健の推進に関する
条例第11条
健康横浜２１推進会議運営要綱
第７条第１項

役割：
⻭科⼝腔保健の推進に関する事項を

検討

情報共有

健康横浜２１推進会議及び各検討部会関係図

会議内容
を報告

設置・
委員指名

「第３期⾷育推進計画」「⻭科⼝腔保
健推進計画(仮)」は、第３期健康横浜
２１と⼀体的策定するため、推進会議

の承認をもって確定となります

※各計画の検討に係る部会のみ記載 資料２‐１



 

歯科口腔保健推進検討部会設置要綱 

 

                                         

制定 令和元年７月 29 日健保事第 1204 号（局長決裁） 

 

（目的） 

第１条 この要綱は、歯科口腔保健の推進に関して専門的見地から検討するため、横浜市歯

科口腔保健の推進に関する条例（以下「条例」という。）第 11 条及び健康横浜２１推進

会議運営要綱（以下「要綱」という。）第７条第１項に基づき設置する「歯科口腔保健

推進検討部会」（以下「検討部会」という。）の運営に関し必要な事項について定めるも

のとする。 

 

（検討事項） 

第２条 検討部会は、次の事項について検討を行うものとする。 

（１）歯科口腔保健の推進に関する事項 

（２）その他必要な事項 

 

（構成） 

第３条 検討部会は、要綱第７条第２項に基づき、健康横浜２１推進会議（以下「推進会議」

という。）の委員及び要綱第４条に基づき市長が任命した臨時委員のうちから推進会議

の会長が指名する者をもって組織する。 

 

（任期） 

第４条 委員の任期は２年以内とする。ただし、委員に欠員が生じた時の補欠委員の任期は

前任者の残任期間とする。 

２ 委員は、再任されることができる。 

 

（部会長等） 

第５条 検討部会に部会長及び副部会長を置く。 

２ 部会長は、委員の互選によりこれを定める。副部会長は、委員の中から部会長が指名

する。 

３ 部会長は、検討部会を代表し、会務を掌理する。 

４ 副部会長は、部会長が欠けたとき、その職務を代理する。 

 

（会議） 

第６条  検討部会の会議は、部会長が招集する。ただし、委員任命後、部会長選出前の検討

部会の会議は、推進会議の会長が招集する。  

２ 部会長は、検討部会の会議の議長とする。  

３ 検討部会は、委員の過半数の出席により開催する。  

４ 検討部会の議事は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数の場合は、検討部

資料２―２  



 

会の部会長の決するところによる。  

５ 検討部会を欠席する予定の委員は、第２条に関する意見を書面により事前に提出する

ことができる。  

 

（会議の公開） 

第７条  横浜市の保有する情報の公開に関する条例（平成１２年２月横浜市条例第１号）  

第 31 条の規定により、検討部会の会議については、一般に公開するものとする。ただし、

委員の承諾があれば、会議の一部又は全部を非公開とすることができる。  

 

（意見の聴取等） 

第８条 部会長は、検討部会の運営上必要があると認めるときは、関係者の出席を求め、そ  

の意見又は説明を聴くほか、資料の提出その他必要な協力を求めることができる。  

 

（推進会議への報告） 

第９条 検討部会は、会議内容を推進会議へ報告するものとする。  

 

（守秘義務） 

第 10 条 委員及び関係者は、検討部会の運営上知りえた秘密を厳守するとともに、これを

他に利用してはならない。  

 

（庶務） 

第 11 条 検討部会の庶務は、健康福祉局保健事業課において処理する。  

 

（委任） 

第 12 条 この要綱に定めるもののほか、検討会の運営に関し必要な事項は、部会長が検討

会の会議に諮って定める。 

 

附 則  

（施行期日） 

 この要綱は、令和元年７月 29 日から施行する。  



次期健康横浜２１における⻭科⼝腔保健推進計画（仮）の位置づけについて 
 
 
１ 趣旨 
  ⻭科⼝腔保健推進計画（仮）については、横浜市⻭科⼝腔保健推進条例において、

健康横浜２１と⼀体的に策定していくこととされています。 
  計画の構成としては、健康増進計画には、他分野との関連が特に重要なものなどを

記載し、別章として⻭科⼝腔保健に関するものをまとめて記載します。 
なお、⻭科⼝腔保健推進計画（仮）のほか、⾷育推進計画も同様に⼀体的に策定す

ることとしています。 
 
 
２ 健康横浜２１と⻭科⼝腔保健推進計画（仮）の関係 
 ○現⾏ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ○次期（イメージ案） 
 
 
 
 
 
 

  

第３期健康横浜２１ イメージ図 

根拠法令：健康増進法 
上位計画：健康⽇本２１（国） 

健康横浜２１(健康増進計画) 

根拠法令：横浜市⻭科⼝腔保健推進条例 
関係法令・計画： 

⻭科⼝腔保健の推進に関する法律、 
⻭科⼝腔保健の推進に関する基本的事項、 
神奈川県⻭及び⼝腔の健康づくり推進条例 

横浜市⻭科⼝腔保健 
令和３年度から令和４年度の取組 

※計画に先⽴つものとして策定 

・「⻭・⼝腔」の項⽬として双⽅に記載 
・取組事項や⽬標値などの重複項⽬あり 

 

⻭科⼝腔保健推進計画(仮) 

糖尿病等の 
⽣活習慣病対策
/禁煙 

 
健康増進計画 

資料３ 

⻭科⼝腔保健に関する知識の普及啓発/
定期的な⻭科検診の受診勧奨 

健康寿命の延伸/
健康格差の縮⼩ 

 
横浜市⾷育推進計画 



３ 構成案（イメージ） 
健康増進計画との⼀体感を⽰すために、健康横浜２１の中に⻭科⼝腔保健推進計画

の内容を盛り込みつつ、それぞれの分野における全体像が分かるように分野ごとに章
⽴てをします。 

⻭科⼝腔保健の観点から必要な事項を網羅しまとめたものを、別に章を設けて掲載
し、その中でも、健康増進の観点からより重点的に取り組むべき事項は健康増進計画
にも掲載します。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
（参考）構成案 ⽐較表 

類型 概要 
健康増進計画 
との⼀体感 

分野別計画の 
メッセージ性 

健康横浜２１ 
の全体量 

完全分離 健康増進計画部分には、⻭科の項
⽬のみの記載とし、内容は⻭科⼝
腔保健推進計画部分に全て記載
する。 

△ ◎ 多 

溶け込み ⻭科⼝腔保健推進計画の内容を
全て健康増進計画に溶け込ませ
る。 

◎ △ 少 

分離再掲 健康増進計画には、他分野との関
連が特に重要なものなどを記載
し、⻭科に関するものをまとめて
別章⽴てする。 

○ ◎ 多 

別計画 健康増進計画と⻭科⼝腔保健推
進計画を別の計画とする。 △ ◎ − 

 

第■章 (⾷育推進計画) 
第▲章 (⻭科計画) 

第●章 (健康増進計画) 
第１章 横浜市の現状 

・・・ 
<記載内容> 
・⻭科⼝腔保健の観点で必要な事項を全て

網羅し、まとめたもの 
（健康増進計画部分の再掲含む） 

<記載内容> 
・健康増進の観点から、より重点的に取り組むべき事項 
・他の分野との関連がより重要な事項 

★ 




